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代表取締役 鶴野 英一 

 新年、明けましておめでとうございます。 

皆様方にとりまして 2015 年が、まずもって実りの多い 1 年でありますよう心からお祈り申し上げます。旧年

中は、格別のお引き立てを賜り心より御礼申し上げます。 

 さて、昨年 12 月の衆議院総選挙において与党が絶対安定多数を確保したことから、先送りした 2017 年 4 月に

消費税率を 8％から 10％への引上げる環境を整えるためにも、アベノミクスによる地方再生戦略が本格的に予算

執行されるスタートの年になると思われます。従ってこれまで忍耐を強いられてきた経営者の皆様にとって、長

年取り組んできた新たな仕組みが花開いていく年でもあり、我々が地道に取り組んできた翌月監査確認事項シー

トによる業績検討支援をより充実させて、経営者の皆様と一緒になって結果をつかむ年にしなければならないと

決意を新たにしています。 

 また、来年度は平成 28 年１月１日以降に、社会保障・税制度の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性

の高い公平・公正な社会を実現するための画期的なマイナンバー（社会保障・税番号）制度の導入に向けた準備

が本格的に始まります。 

そこで、株式会社エーアイエーといたしましては、第７次中期経営計画である 2013（平成 25 年）1月から 2015

（平成 27 年）12 月までの 3 年間における活動方針の最終年にあたる本年は、TKC 全国会が提唱した｛中小企業

経営力強化支援法の施行を前提とした企業の永続的発展に役立つ経営改善支援の推進（会計で会社を強くする）｝

の方針に基づき、総仕上げとして＜中小企業の経営力強化支援のための業務品質向上と社会変革に対応するため

の経営基盤の整備＞としました。即ち、関与先企業の財務信用力の向上と社会変革に適応するための経営基盤の

強化に向けて、第７次中期経営計画の最終年の各支援部の業務遂行方針を以下のように定めて、事業者の皆さま

方を強力に支援する所存です。 

 

①経営支援部 

  関与先企業の事業分野に精通し、日々の経理処理を行うＦＸ２の活用レベルを引上げて、継続ＭＡＳで作成

した行動及び数値の目標と実績との差異分析を適時行い、毎月、中間時、決算時のそれぞれの業績検討会を通

じて関与先企業の財務信用力と経営基盤の強化支援を行う。これらを側面から支援する仕組みづくりとして、

予算管理、事業承継、経営改善、創業・新規（海外）市場開拓、経営者・社員育成等の個別指導に関するノウ

ハウの質的レベルアップに努める。 

 

②情報化支援部 

  これまで推進してきたデータベースソフトの機能アップに適時に対応できるノウハウ習得はもちろんの事、

インターネットインフラの高機能化がもたらす構造的変化とその影響を真正面から捉えて、インターネット端

末の多様化を見すえた生き残りのためのソフトウエアの運用支援と情報コンサルティングノウハウの取得に

努め、関与先企業のシステム化を通して経営基盤の強化を支援する。 

 

③企画管理部 

  これまで推進してきた業務管理指導の基本に立ち返って、関与先企業を初めとする外部関連企業との関わり

方を再検討する。特にＢ－ＰＯＳＴ．ＣＯＭをメインとするＷＥＢサービス（ＨＰ運用、サイト構築、広告・

販路開拓支援、ネットＣＭ及びソーシャルメディアの運用支援、電子ブック販売、決算公告等）の時代対応と

機能強化に努め、経営支援部及び情報化支援部を側面から支援する事で、地域企業の経営力強化支援の一翼を

担う。 

 

最後に、本年度における経営者の皆様の益々のご隆盛とご健勝を心よりお祈り申し上げまして、新年のご挨

拶とさせて頂きます。 



 

 

 

 

 

 

★経営支援部   
[長重俊隆] 
照于一隅を信念として取り組みます。 

 [中馬千春] 
四十後半に突入します。今年は若返りのため

にジム通いを再開します。 

[林 英俊] 
新しい知識をたくさん学び、今まで以上に知識を

増やせるように努力します。 

 [四郎園 健彦] 
頼まれごとは試されごと、積極的にチャレン

ジしていきます！ 

[土成 邦彦] 
多くの人と多くの知識に出会っていける一年に

していきます。 

 [有留 涼介] 
何事にも本気・全力で取り組み、成長・学び

として楽しんでいきます。 

  

[村岡 美里] 
毎日何か成長できたと感じられるような一年にし

たいと思います。 

[福留 右京] 
担当の関与先との信頼関係を築ける 1 年にし

ます。 

 

★情報化支援部  
[平野隆] 
応用情報技術者試験の合格を目指したいと思いま

す。 

 [横原まゆみ] 
資格試験に合格できるように頑張りたいと

思います。 

[長谷川幸太郎] 
食生活を改善して、人間ドッグで何事もないよう

に努力します。 

 [藤田 友美] 
健康に気を付けて、資格試験合格を目指しま

す。 

 

★企画管理部  
[鶴野司] 
1 年でも長く働けるように健康維持に努めます。

  

 [下茂 志津子] 
2015 年は周りの人を巻き込んで物事を進め

ると成果が出るそうなのでマキコミたいと思

います！ 

[前原和江] 
食生活の改善と定期的な運動を心がけたいと思い

ます。 

 [太田 彩美] 
丁寧で早い仕事を行い、日々成長し羊(よう)！

[田中 小百合] 
新しいことをもっと吸収して、悔いの無い一年に

したいです。 

    



平成 26年分 確定申告の準備 
 

今年も確定申告の時期が近付いて参りました。 

正しい所得税の確定申告を行うため、下記資料を確認（準備）しましょう。 

 

確定申告のための申告基礎資料 

行 確認（準備）していただく書類 

1 （昨年書面で申告した方に限ります）税務署から送付された申告書等 

2 源泉徴収票 

（1）給与所得に係るすべての源泉徴収票 

（2）年金に係るすべての源泉徴収票 

（3）退職所得に係るすべての源泉徴収票 

3 配当金の支払調書・支払通知書・配当金計算書など 

4 報酬、料金、契約金及び賞金の支払調書 

5 保険の満期返戻金・解約金などの計算書 

6 配偶者及び家族の源泉徴収票 

7 国民健康保険の領収書、国民年金・年金基金の控除証明書 

8 小規模企業共済等掛金の払込証明書・領収書 

9 生命保険料の控除証明書（介護医療・個人年金保険料を含む）（すべての控除証明書をご提出ください。） 

10 地震保険料の控除証明書（旧長期損害保険料を含む） 

11 医療費の領収書（介護保険サービス料を含む） 

12 寄附金の受領証（領収書）・証明書（税額控除の証明書など）（※1） 

13 住宅ローンの年末残高証明書（※2） 

14 増改築等を行った場合の増改築等工事証明書 

15 市区町村・都道府県から発行された住宅耐震改修証明書 

※1 受領証のほか、「税額控除に係る証明書」等の書類が寄附先団体から交付されている場合は、併せてご用意ください。

※2 平成26年中に住宅を新築・購入又は増改築した場合は、登記事項証明書や売買（請負）契約書などの書類も必要です。

 

不動産所得関連の申告資料 

行 確認（準備）していただく書類 

1 賃貸収入の明細書・契約書、帳簿等 

2 固定資産税通知書（固定資産課税証明書） 

3 借入金・支払利子の明細（借入金の返済予定表） 

4 賃貸物件の火災保険の領収書 

5 賃貸物件に係る修繕費の請求書・領収書 

6 地代その他経費と思われる領収書等 

 

その他の確認事項（不動産等の売却、損害の発生、財産の贈与、国外財産の保有） 

（1）平成26年中に不動産（土地・建物等）の売却（又は買換え）や、株式等の売却があった場合 

（2）平成26年中に災害や盗難などにより損害を受けた場合 

（3）平成26年中に金銭その他の贈与を受けた場合 

（4）平成26年 12月 31日時点で国外に5,000万円を超える財産（不動産、預貯金、有価証券など）を有する場合 

 



平成２７年１月１日以後施行の相続税改正とその対策について 

 

平成２５年度の税制改正において、久方ぶりに相続税法の改正がなされ、平成２７年１月１日以

後改正相続税が施行されることになりました。改正相続税法では、相続税の基礎控除や税率構

造及び非課税の見直しといった大幅な増税改正が行われました。そこで、平成２７年１月１日以後

施行されます改正相続税の概要とその対策及び基本的な相続手続きについて以下の内容にて

セミナーを開催することになりました。 

 

＜開催日・内容＞ 

開 催 日 平成２７年１月１６日（金） 

聞きどころ 

①平成２７年１月１日以後施行の改正相続税の概要 

②相続が発生した場合の基本的手続き 

③相続税の申告手続き 

④目安となる簡単な財産評価額と相続税試算に関する確認手法 

⑤相続発生前にやっておくべき対策  他 

 

＜開催時間＞ １４：００ ～ １６：３０ 

＜開催場所＞ 株式会社 エーアイエー  ２階研修室（鹿屋市共栄町８番６号） 

＜定  員＞ １６名（テキストは、オリジナル教材を使用します） 

＜参加費用＞ ２、０００円（税込、テキスト代を含む） 

＜講  師＞ 税理士 鶴野 英一 

＜申込み先＞ 株式会社 エーアイエー 企画管理部まで 

＜申込方法＞ 下記の「改正相続税セミナー参加申込書」ＦＡＸ・ＴＥＬによるお申込み 

            ＦＡＸ：０９９４（４４）７３７５  

            ＴＥＬ：０９９４（４３）３７３７ 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

改正相続税セミナー参加申込書 

（事業者名） （参加者名①） 

（Ｔ Ｅ Ｌ） （参加者名②） 

（注）収集した個人情報は、セミナー開催にあたってのご連絡に使用するものとします。 
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